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第 4章 閉会の挨拶（副所長 春日井 康夫） 

副所長の春日井でございます。

本日は、朝の 10 時半から 5 時まで、非常に長い時間にわたりましてご聴講いただきまして、まこ

とにありがとうございました。全体で 500 名を超える方々の聴講をいただきました。最後までご熱

心にここに来ていただきまして、まことにありがとうございます。

本日は 3 つのセッションに分かれて、各部長を中心とする方々から発表いただきました。 

最初は防災・減災、次に維持管理、最後はイノベーションを中心とするさまざまな新しい動きと

いうことで、防災・減災、皆様、ご承知のように、東日本大震災や今後、発生が予想されます首都

圏の直下型地震や南海トラフの大地震。

さらには、維持管理に関しましても、施設の老朽化が今後ますます激しくなる、これを適切に維

持管理していく必要があるわけでございます。

また、イノベーションに関しましては、ICT を初めとするさまざまな新しい技術、自動運転も始

まりますし、人工知能など、いろんな社会・経済情勢が変化してまいります。

国土交通省や我々の研究所、国総研におきましては、これらの技術を的確に社会に反映し、効率

的な社会を実現していく責務があると思っております。また、今後とも我々の研究所、さらには国

土交通省のご支援をよろしくお願い申し上げまして、本日の最後の挨拶とさせていただきます。あ

りがとうございました。 
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